
全国で働く従業員数の合計5687.3万人

に対し、メンタルヘルス不調者は

847.4万人、休職者は56.8万人。メン

タルヘルス不調者や休職者の人数を

合計すると904.2万人。この人数が示

すように、メンタルヘルス不調や休

職は実に身近にある労働問題という

ことができます。

健康経営を推進し、従業員の健康と

正しく向き合うことは、従業員の

モチベーションアップと共に、

人材の安定確保に欠かせない

大切な取組になっています。

メンタルヘルス不調者と
休職者の実態

メンタルヘルス不調による休職社員の復職に向けて

このようなお悩みはございませんか？

メンタルヘルス不調の社員に対して、適切な関わり方や声掛けが分からない。

ストレスチェックは導入しているが、高ストレス者が休職者になった場合の対応ができて

いない。

メンタルヘルス不調の社員も原因が分かっていないため復職可否の判断に悩んでいる。

社内で復職に向けた制度が確立しておらず、休職を繰り返す社員がいる。

実際にどのようなリワーク施設が利用できるのか、そのメリット・デメリットの違いも分

からない。

提携リワーク機関制度を導入いただくと、各都道府県におけるリワーク機関の情報提供・紹介だけでな

く、メンタルヘルス不調による休職社員・人事労務担当者に対して、職場復帰支援に関する相談、助言、

援助を無料でおこないます。

提携リワーク機関を活用することで解決ができます



休職者が発生すると、上司や同僚が「どのように声をかけてよいか分からない」、「声をかけることで

余計に悪化するかも」と考え、部下や同僚が不調であるにも関わらず、適切な対応が取れずに再休職や

離職になるケースが増えていました。人事総務部として、メンタルヘルス不調者や休職者本人への

サポートだけでなく、現場の上司や同僚の適切な関わり方についても悩んでいたところ、産業医から

Rodinaを紹介いただきました。これまでは、休職者発生時のフローを定めておらず、現場任せになって

いましたが、Rodinaに相談し、休職者をださないための心構えや準備の必要性を痛感しました。メン

タルヘルス不調者や休職社員に何ができるかではなく、気付いてあげる・寄り添うことが大切だと聞き、

早速その旨を現場の上司や同僚に伝えてみました。一方的に伝える、お願いするのではなく、メンタルヘルス不調は誰しもが陥る可

能性があること、そしてメンタルヘルス不調の原因は仕事だけでなく、プライベートなど多岐に渡り、必ずしも上司や同僚が原因で

はないことを伝えることで、現場の理解や協力を得る機会につながりました。

休職者・上司・人事、

それぞれの立場に応じたアドバイスで社員の理解と協力につながりました！

支援

事例

※プライバシー保護のため、写真はイメージ画像、一部文章を再構成しています。

私たちが考えるリワーク（Re-Work）とは、Restart to work（再スタート・再設計）の略語で

す。メンタルヘルス不調により、休職中の方やこれから就労を目指す方に対して、職場・社

会復帰に向けたリハビリをおこないます。休職や離職に至った自分自身の働き方や考え方を

振り返り、その対策や、復職・就職に向けた生活面の改善、通勤訓練等をおこないます。

Rodinaのリワークセンターは年齢・職業など幅広い皆さまに利用いただいています。

リワークって、

知っていますか？

相談件数は24年度実績。復職・就職実績は事業開始年度以降の累計実績。各センタースタッフの約70%が国家資格所持。

11,000件以上
年間相談件数

3,000名以上
復職・就職実績

約70％
支援スタッフ国家資格保持

お問い合わせ・資料請求

株式会社Rodina

企業アライアンスグループ alliance@rodina.co.jp

080-7470-9939
受付時間 平日9：00～18：00

https://rodina.co.jp/

ロディーナ

詳細資料がダウンロードできます！

◆メンタルヘルス不調による休職者に関する相談支援
休職中の社員に対する適切な関わり方や声掛け、家族や主治医との連携方法など
復職前までに整理すべきポイントなど必要なサポートをおこないます。

◆休職者発生から復職までの具体的なプロセスに関する支援
復職の可否判断や定期面談での確認すべきポイント、復職までの具体的な
フローなど、これまでの支援事例も含めて必要なサポートをおこないます。

◆リワーク機関の情報提供や提携リワーク機関の紹介
公的リワーク、医療リワーク、福祉リワークなど、それぞれのメリット・
デメリットをお伝えし、貴社に最適なリワーク機関をご提案いたします。

休職から復職までのアドバイス

活用できる社会資源を無料で!!

相談

無料

秘密

厳守

＼人事労務担当者さまの困ったときの相談窓口／

提携リワーク機関導入のメリット
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